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第
一

余

明
治





三
十
五
年



春


四
月





、
徳
島






を
去

り
、
北
海
道








に
移
住






す
。
是



よ
り
先

き
、
四
男





又
一






を
し
て
、
十
勝
國








中
川
郡









釧
路
國








足
寄
郡









に
流



る
ゝ
斗
滿
川







の
畔





に
牧

塲







を
經
營






せ
し
む
。
明
治





三
十
七
年



戰
爭






起


る
や
、

又
一






召
集






せ
ら
れ
、
故



に
余

は
代



り
て
此



地

に
來



り
留

守

を
監
督






す
る
事



と
な
れ
り
。
我



牧

塲







は
事
業





漸




く

其


緒


に
就

き
し
も
の
に
て
、
創
業






の
困
難






に
加



ふ
る
に
交
通






の
不
便





あ
り
。
三
十
七
年



一
月



大
雪






の
害



と
、
其



七

月







疫
疾






の
爲



に
、
牛
馬





其


半




を
失





ひ
た
る
の
災
厄






あ
り
。
其
他





天
災






人
害






蝟
集





し
來



り
、
損
害






を
蒙





る
事



夥


し

く
、
余

が
心





を
惱





し
た
る
事



實


に
尠





か
ら
ざ
る
な
り
。
此



間




に
あ
り
て
余

が
憂
愁






を
掃



ひ
去

り
、
心
身






を

慰

め

た
る
も
の
は
、
實



に
灌

水







な
り
と
す
。

數
十
年
前










よ
り
行





ひ
居

れ
る
灌

水







は
、
北
海
道








に
移
住
後







、
冬
時





と
雖





も
怠





り
た
る
事



あ
ら
ず
。
此



地

に
は

未


だ
井

戸

な
き
を
以



て
、
斗
滿
川







に
入

り
て
行





へ
り
（
飮
用
水








も
此



川


の
水



を
用



ゆ
）
。
此



地

の
冬
季





の
寒
威





は
實



に
烈



し
く
、
河
水





の
如



き
は
其



表
面






氷
結






し
て
厚



さ
尺
餘






に
到



り
、
人
馬





共


に
其



上


を
自
由





に
歩



み
得

。

冬
時





此


河


に
灌

水







を
行





ふ
に
は
、
豫




め

身
體






を
入

る
ゝ
に
足

る
孔
穴






を
氷





を
破



り
て
設



け
置

き
、
朝
夕






此


孔


穴


に
身

を
沒



し
て
灌

水







を
行





ふ
。

斗
滿
川







は
余

が
家



を
去

る
半
町
餘








の
處





に
在

り
。
朝
夕






灌

水







に
赴





く
に
、
如

何

な
る
嚴
寒






大
雪






の
候



と
雖





も
、

浴
衣





を
纒



ひ
、
草
履





を
穿



つ
の
み
に
て
、
他

に
何
等





の
防
寒
具







を
用



ゐ
ず
。
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冬
曉






早


く
蓐





を
離



れ
て
斗
滿
川







に
行

き
、
氷
穴
中









に
結



べ
る
氷





を
手
斧





を
以



て
破



り
（
此



氷




の
厚



さ
に
て
も

數
寸
餘







あ
り
）
身

を
沒



し
、
曉
天






に
輝





く
星

光







を
眺



め
な
が
ら
灌

水







を
爲

す
時



の
、
清
爽






な
る
情

趣







は
、

實


に
言
語





に
盡



す
能



は
ず
。

　
　
　
　
　
　
第
二

昨


三
十
七
年



十
二
月





某
夜





の
事



な
り
き
、
例



の
如



く
灌

水







を
了

へ
て
蓐





に
入

り
眠





に
就

き
し
間

も
な
く
、
何



者


か
來



り
て
余

に
七
福






を
與



ふ
と
告

げ
た
り
と
夢



む
。
痴
人





夢


を
説

く
、
さ
れ
ど
夢



を
見

て
自





ら
悟



る
は
必





ず

し
も
痴
人





に
あ
ら
ざ
る
可

し
。
余

は
現
今






に
於



て
も
、
將

た
未
來





に
於



て
も
、
七
福






の
來



る
可

き
を
信



ず
る
能



は
ず
。
さ
れ
ど
余

が
現

状







を
顧





み
れ
ば
、
既



に
七
福






を
得

た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
と
思



ふ
。

一
　
災
害






に
遇

ふ
も
驚





か
ず
。

二
　
患

難







に
向



ふ
と
も
悲





ま
ず
。

三
　
貧



し
け
れ
ど
も
餓

ゑ
ず
。

四
　
老



て
勞



を
厭



は
ず
。

五
　
衣





薄


く
も
寒



か
ら
ず
。

六
　
粗
食






に
も
味



あ
り
。

七
　
雨
漏





り
に
も
眠





を
妨





げ
ず
。

4命の鍛錬



此
等





の
七
福






を
余

は
悉





く

灌

水







の
徳



に
歸

す
る
も
の
な
り
。

友
人






松
井
通
昭









氏

吾


七
福






を
詠



ず
る
の
歌



を
寄

せ
ら
る
。
左

に
録



す
る
も
の
此



な
り
。

　
　
　
　
　
一
　
災
害






に
遇

ふ
と
も
驚





か
ず

　
　
　
災




の

起


れ
る
本



を
知

る
人



は

　
　
　
　
　
　
　
　
驚





き
も
せ
ず
は
た
悲




も

せ
ず

　
　
　
　
　
二
　
患

難







に
向



ふ
と
も
悲





ま
ず

　
　
　
憂

き
つ
ら
き
重



ね
か
さ
ね
て
今



は
世

に

　
　
　
　
　
　
　
　
か
ゝ
る
も
の
な
き
身

こ
そ
安



け
れ

　
　
　
　
　
三
　
貧



し
け
れ
ど
も
飢

ゑ
ず

　
　
　
雲



に
似

た
る
富



を
何



せ
ん
あ
は
れ
世

の

　
　
　
　
　
　
　
　
人



も
か
く
こ
そ
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ

　
　
　
　
　
四
　
老



て
勞



を
厭



は
ず

　
　
　
宜



な
り
や
か
く
あ
り
て
こ
そ
人



と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
世

に
生





つ
る
甲

斐

は
あ
り
け
れ

　
　
　
　
　
五
　
衣





薄


く
も
寒



か
ら
ず

　
　
　
此



心




あ
ら
ず
ば
い
か
に
雪



深


き

　
　
　
　
　
　
　
　
十
勝





の
荒
野





住
家





定


め
ん
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六
　
粗
食






に
も
味




あ

り

　
　
　
早



く
よ
り
養





ふ
も
の
ゝ
あ
れ
ば
こ
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
此



味




ひ
を
君



は
知

る
ら
め

　
　
　
　
　
七
　
雨



漏

り
て
も
眠





を
妨





げ
ず

　
　
　
軒
端





も
る
雨
夜





の
夢



も
と
も
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
浮
世





に
通



ふ
事



も
あ
る
ら
む

　
　
　
　
　
　
第
三

北
海
道








に
移
住
後







、
冬
時





余

の
服
裝






は
、
内
地





に
在

り
し
時



と
殆



ん
ど
異



な
ら
ず
。
而



し
て
當
地





の
寒
氣





を
左

程


に
感



ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
凍

傷







等


に
一
度





も
犯



さ
れ
た
る
事



あ
ら
ず
。
思



ふ
に
此



の
如



き
は
、
數
十
年








來


行




へ
る
灌

水







の
功
徳





な
る
可

し
。

　
　
　
　
　
　
第
四

余

は
現
時





人


よ
り
羨





ま
る
ゝ
程



の
健
康






を
保



ち
居

れ
ど
も
、
壯
年






の
頃



ま
で
は
體
質






至


つ
て
弱



く
、
頭
痛





に
惱



ま
さ
れ
、
胃

を
病

み
、
屡




風

邪





に
犯



さ
れ
、
絶

え
ず
病





の
爲



に
苦





め
り
。
且



性
來






記
憶
力








に
乏



し
き
余

は
、
此

6命の鍛錬



等


の
病

症








の
爲



に
益




其


※
退






す
る
を
感



じ
、
治
療
法







に
苦
心





せ
る
時



、
偶




冷

水
浴








を
爲

し
て
神



に
祷

願







せ

ば
必





ず
功
驗






あ
る
可

し
と
告

ぐ
る
人



あ
り
。
其



言


に
從





ひ
、
此



を
行





ひ
し
も
、
冷
水
浴








を
永
續






す
る
能



は
ず
し

て
中
止






す
る
に
至



れ
り
。
後



或


書


に
感
冐






を
豫
防





す
る
に
冷
水
浴








の
非
常






に
利
益





あ
る
由



を
見

、
再





び
冷
水
浴








を
行





ひ
、
春
夏






の
候



は
能

く
繼
續






す
る
を
得

し
も
、
寒
冷






の
頃



と
な
り
て
は
何

時

と
な
く
怠





る
に
至



り
、
其
後






數
年
間








は
春
夏






の
際



折
々






行




ふ
に
過

ぎ
ざ
り
し
が
、
二
十
五
六
歳



の
頃



醫

を
以



て
身

を
立

つ
る
に
及



び
、
日
夜





奔
走






の
際



頭
痛





甚



し

き
時



は
臥
床





に
就

き
し
事



屡



な

り
し
が
、
其



際


に
は
頭
部





を
冷
水






を
以



て
冷

却







し
、
尚



去

ら
ざ
る
時



は
全
身






に
冷
水






を
灌



ぎ
て
其



痛




全




く
去

り
し
故



に
、
其
後





頭
痛





の
起



る
毎



に
全
身






冷
水
灌
漑











を

行

ひ

し
が
、
遂



に
習

慣







と
な
り
、
寒

中







に
も
冷
水
灌
漑











に
耐

ゆ
る
を
得

た
り
。
二
十
五
六
歳



の
頃



よ
り

毎
日






朝
夕






實
行






し
て
、
七
十
七
歳



の
今
日






に
及



び
、
爾
來





數
十
年
間










頭
痛





を
忘



れ
、
胃

は
健
全






と
な
り
、
感
冐






に
犯



さ
れ
た
る
事



未


だ
一
度





も
あ
ら
ず
。
往
時





を
顧





み
て
感
慨






を
催





す
の
時



、
換
骨
脱
體











な
る
語

の
意

味

を

始


め
て
解



し
た
る
の
思





あ
り
。

　
　
　
　
　
　
第
五

我


國
民






今
後





の
責
任






は
益




重

大





な
ら
ん
と
す
る
の
時



、
活

動







の
根
本
機
關










と
も
言

ふ
可

き
身
體






の
攝
養






に
は

尤

も

注
意






を
要



す
。
如

何

な
る
事
業





に
從





ふ
と
も
、
體

力







此


に
伴





ふ
て
強

健







な
ら
ず
ば
、
意

の
如



く
活






動

す
る
能



は
ず
、
又



所
期





の
十
一
だ
も
達



す
る
能



は
ざ
る
は
、
世
上






に
其



例


を
多



く
見

る
處





な
り
。
實



に
身
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體
攝
養








の
事



は
、
一
日






と
雖





も
忽




に

爲

す
可

か
ら
ず
。

世

に
傳



は
る
攝
養
法








に
種

々







あ
り
と
雖





も
、
余

の
實
驗






に
由

れ
ば
、
尤





も
簡
易





に
し
て
尤





も
巧
驗






あ
る
も
の

は
冷
水
浴








の
他

に
あ
ら
ざ
る
可

し
。
故



に
余

は
此



攝
養
法








の
廣



く
行





は
れ
、
戰
後





て
ふ
大
任






を
負

へ
る
我



國
民






の
體

力







を
一
層






強
固






な
ら
し
め
、
各
自





の
職

責







を
遺
憾





な
く
遂
行






せ
ら
れ
ん
こ
と
を
深



く
希
望





す
る
處





な

り
。
特



に
青
年
輩








身
心






發
育






の
時
代





に
あ
る
も
の
に
は
、
今



よ
り
此



法


を
實
行






し
て
體

力







を
培
養






し
、
將






來

の
大
成






を
謀



る
事



、
實



に
肝
要






な
ら
ず
や
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
命
の
洗
濯
」
警
醒
社

　
　
　1912
（
明
治45

）
年3

月23

日

※
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://kindai.ndl.go.jp/

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
当
該
書
籍
画
像
に
基
づ
い

て
、
作
業
し
ま
し
た
。

入
力
：
田
中
敬
三

校
正
：
小
林
繁
雄

2007

年7

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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